
「事業等の戦略的たな卸し」議事概要 

 

 

○担当課より資料に基づき説明を行ったのち、委員間、委員と担当課の間で議

論がなされた。 

 

【委員の主な意見】 

１．平成２５年度に向けた国の動きを注視しつつ、市としても想定できること

は、早期に取り組むべき。 

２．待機児童については、「０」を目標に取り組みを進めるべき。 

３．幼保間における類似事業の見直し・統合を検討するべき。 

４．単純に民間へ移管というわけにはいかないが、民間活力の活用も検討すべ

き。 

 

 

【主な議論】 

○国の現行制度における幼保一体化について 

○幼と保の制度の相違について 

○幼保間の連携の現状について 

○公立幼稚園と私立幼稚園の連携の現状について 

○幼保一体化に向けた動きについて 

○保育所待機児童の現状と解消に向けた市の取り組みについて 

○保育所定員の拡大について 

○幼保と小学校との連携について 

○保育料の収納状況について 

○保育所民営化の考え方について 

○子育て支援センター事業と幼児教育支援センター事業について 

 

たな卸し項目 １-４ 

施策の名称 乳幼児保育・教育の充実 

テーマ 幼保一体化へ向けての展開 

（幼稚園事業・保育所事業の今後のあり方） 

担当課 幼児教育課  保育課 

日時 平成２２年（２０１０年）１０月３０日（土） 

１８：１０～１９：３０ 

場所 第１会場（第二庁舎１階ロビー） 


